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⑥ 会良 ・運営委員の 選挙が施行されます。 

投票 ダ 切目 は 1 1 月 2 0 日です。 

⑨会長が最初の 選挙結果で決められない 場合は第 2 次投票が行なわ 

れますので，第 2 次投票用紙など 保存下さい。 

⑨同封の会員名簿はサーキューラー 騰 12 とともにおとどけした 会 

員からの記入事項によりましたが ， どと けられない会員の 場合 ｜ 口 

名簿通りになっています。 訂正事項はできるだけ 早く事務局 宛 おと 

どけ 下さい 0 
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ⅠⅠⅠ 選挙について 

第二回の選挙は・ 京都大学の方々に 選挙管理委員会を 構成していただき ，次のような 要領に 

したがって施行されます。 全会員が 御 投票下さるようお 願い申し上げます。 ( 事務局 )           

第 2 回会長および 運営委員選挙について 

会長および運営委員選挙は 次頁に記した 従来通りの施行細則によって 実施いたします。 下記 

の点に 御 留意の上，郵送による 投票をお願い 致します。 

    選挙に必要なものとして ，このサーキュ ヲ 以外に下記のものが 同封してあ るので確認して 

下さい。 

( ィ ) 会員名簿 仲 ) 投票用紙一一会長弟 ] 次席，第 2 次用および運営委員 m 計る 枚 

㈹投票用紙封入用封筒 2 種類 5 枚 ㈲郵送用封筒 2 枚 
2. 選挙人および 被選挙人は名簿および 本号のサーキニ ーう に掲載されている 全通常会員てす。 

だだし，被選挙人については ，下記 7.8 を参照して下さい。 
5. 会長については ，第 1 次選挙で決まらない 場合，上位得票者る 名を第 2 次選挙の被選挙人 

とします。 したがって第 1 次選挙の結果にもとづき ，あ らためて郵送による 第 2 次選挙を ハ 

ガキ でお願いします。 

4. 2 種の投票用紙は・それぞれ 会長用，運営委員用の 封筒に入れ厳封の 上，郵送用封筒に 入 

れ (2 0 円 切手貼付 ) 選管 宛 郵送し モ 下さい 0 

5. 投票 グ 切は 1 1 月 2D 日午後 4 時としそれまでに 到着したもののみを 受付げます。 ダ 初日時   

までに必着するよ う 郵送して下さい。 

6. 開票は l M 月昭 0 日午後 5 時から京都大学理学部 動 ・植物学教室内で 行ない，茶具に 公開 

します。 変更の時は，同教室内に 掲示します。 

Z  会則第 5 条第 1 項に よ り， 団 勝磨 氏は会長の被選挙権 があ りません。 

8. 会則第 5 条第 2 項により，下記の 会員は運営委員の 被選挙権 があ りません。 

天 野 実 ・，飯野徹雄 ・ 江 口 吾郎 ・ 岡 田 節 人 

福山正雄 ・ 竹内郁夫 ・ 古谷雅樹   山名清隆 
( 以上 5 D 音 順 ) 

1 9 7 2 年 1 0 月 1 0 日 

日本発生生物学会第 3 回会長・運営委員選挙管理委員会 
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    れなければ・ならないっ   

2, 投票は 1 4 名連記とし， 被 投票者の姓名を 門記すること ，だだし，同姓同名の 被 選 

挙人が 2 人もしくはそれ 以上あ る場合は，住所・ 所属機関などを 付記すること。   
第 4 条第 3 条に従りて記載された 投票を有効とする。 だ憾セ 記名 遮 れた数 力阻撰 " 名掻週不 ，   

居合 あ ゑ胡合は無効． とニ ，一連記 き 典だⅡ -% 卒中， - 女に人を指すか 判別不可能な 記名 - 
  

・があ 毘忙 場合Ⅰ 打 - ぞ万語 茗采げ凄 夷草 劫 七 - し Ⅰ他は摘 劫と 去る。 その他の有効。 無効 

ほ ついての決定は 選挙管理委員の 協議によって 行なう。 
  

  
第 5 条 当選者は得票数の 多いもの 1 4 名とする。 ただし，得票数で 上位 1 4 番目までに 同 

数 得票者があ り，その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が 1 5 あ るい 

はそれを超える 場合は下位の 同数得票者について 選挙管理委員の 抽選によ り 当選者   

を 決定する。     

第 6 条会長が運営委員 よ り選ばれた場合は 次点者をくりあ げる。 
  

第 7 集 ( 会長の場合と 同じ一一省略 )   

    
  

Ⅱ 第 5 回総会および 第 8 回運営委員会報告     
    

  
  

運営委員会は 大会前日 (8 月 28 日 ) 野口英世記俳館で 行なわれだが ，そこでの討議事項 
  

ほ ついては，総会で 報告され審議されているので ， こ ㌔で一括報告する。 総会は大会第 2 日 

(8 月 30 日 ) 午夜江上信雄氏の 司会で始まり 樋渡宏一氏を 議長としそ進められ 憶 主な   

内容は次の通りであ る・   

1. 大会本部を代表して 古谷雅樹氏から ，来会者に対する 挨拶ののち，大会に 関する経過 報 

告 が行 せ われ，約 230 名の大会参加者があ った 旨 ，報告された。   

2. 団 会長は ，ガ 本学会設立当初における 懸魚もあ ったが，この 数年間に会員の 努力のおか 

げで 規 道や乗ることができ ，それなりに 独自の役割をはたすことが 可能になってきたり 

い う 意味味の挨拶をされた。 因に， 団 会長は会則で 連続三連ができないため．今期で 会長 

の座を去されることになる。 

3. 事務局報告は ，海外出張中の 柳 島 幹事長の代りに 加藤庶務幹事が 行った。 そのなかで， 

ィ V, 会長および運営委員会選挙を 本年 1 1 月に行な う こと。 ， 口 ) 選挙管理委餐会を 京都大 
田戸 
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学 に設置して， ハ ) 管理委員衷を 竹内郁夫氏にすること。 が報告された。 また・ DGD 編 

集 委員 として竹内郁夫氏の 名が，欧文 誌 および，前回のサーキュラー 記事中でもれてい 
  

たことにつき ，おわびと共に 訂正報告がされた。 

4. 欧文 詰 (DGD) 編集委員会の 報告は，福山主幹から 行なわれ，第 2 期編集委員として ， 

主幹， 椙山 正雄 ( 名犬 ) , 天野実 ( 国立がんセンタ 一 ) , 団 亡子 ( お茶人 ) , 古谷雅樹 ( 

東大 ) , J, G, Nace (S ソ ガン 大 ) , 岡田節人 ( 東大 ) , 大西 英爾 ( 名犬 ) , 柳島   

直彦 ( 大阪市大 ) , 竹内郁夫 ( 京人 ) , 金谷晴夫 ( 東大 ) , 丸山工作 ( 宗太 ) の諸氏が ，   

運営委員会および 主幹によりて 選ばれたことが 報告された。 また，編集委員の 定数 9 名を 

1 名超過しているが ，今回にかぎり ，認めてほしい 旨 報告があ り総会にて承認された。 

5. 単行本編集委員会を 代表して古谷雅樹氏から ，本年 -5 月に，学会編の 単行本の第 3 冊目 

「エイジンバの 生物 判 が発刊されたこと ，また，第 4 冊目は「動物の 器官形成」，第 5 

冊目は「発生におけるリズム」 ( 仮題 ) が，発行予定であ ることが報告された。 また， 第 

5 冊目から執筆料が ， 1 枚 7 00 円から 9 口 0 円に改定されだ。 

6. 昭和 46 年度決算および 昭和 47 年度予算案について・ 石崎会計幹事から 報告されだ。 

決算については 巌佐 ，中村，画会計監査の 名で，中村氏により 監査結果が報告された。 総 

会は決算および 予算案を承認した。 詳細は，別記会計報告 ( 5 . 頁 ) を参照いただきたい。 。 

2  次期大会 ( 第 5 回 ) の開催地は，京都と 決定された。 主催 地 側から，江口吾郎氏から ， 

昭和 48 年 8 月末に，大会を 開催する予定であ ると報告された。 ( 別記 5 頁参照 ) 

8. 運営委員会では ，会計幹事から ，会費の納入状況が 詳細に報告され ，審議の結果，会費 

未納 1 年で，欧文誌の 発送を停止することに 決まった。 ( 会費は・前納 制 であ るので， た 

仕とえぱ，昭ま 「 148 年 ] 月にな ゥ ても， 47 年度会費を納入 レ ていない会員については ， 

4 8 年度から欧文誌の 発送を停止する。   ( 庶務幹事記 
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の 研究を行っている。 、 とくに，仁におけるⅠ 一 RNA の生合成が当面の 仕事であ る。 発 

， 芽 時の発生・分化を RNA の面から解明することが 目的の一つといえよ コづ 

㈹ 岩淵・落合助手を 中心とする約 9 名で・ 細泡性 粘菌のリボソーム 自体の生化学的研 

究を進めているが ， 拙抱 分化とリボーソームの 役割という点も 研究目的の一つであ る。 

れり 原田教授を中心とした 約百名で，実験形態学的手法で Fucus 受精卵・ 葉 ，根など 

における発生，分化の 研究を行なっている。 

5. 以上のように ，研究室 ( 講座 ) はかなり多人数なので ，実験室が狭くて 困 りているのは 

勿論，費用が 猛烈に不足している。 まだ，北辺の 地という理由 ( 情報不足 ?) もあ って 院 

生 ・研究室員の 就職事情がよくない。 

4, なお関連研究室のことも 簡単に紹介したい。 

( 劫 植物生理学講座 ( 宇佐美教授，佐々木助教授，和気助手，佐々木助手，院生・ 研究生 
多数 ) 。 発 壬生物学に係わる 研究 : バーナリゼー ンヨン の物質代謝，微小淡水藻の 接合 

  
時における物質代謝， クロカ ピ 類の抱手形成 期 における物質代謝。 

( 助 植物分類学講座 ( 黒木教授，吉田助教授，山田助手，院生，研究生数名 ) 。 海藻フロ 

ラ ，海藻分類学・ 系統 学 のほかに，海藻や 淡水藻の生活史の 研究，海藻の 泡手形成・ 放 

出 ，発芽の研究。 

( の海藻研究施設 ( 室 らん 市 ) ( 中村教授， 館脇 助教授，笠原助手，院生・ 研究生苦千名 ) 。 

  海藻の無菌的条件での 培養による発生・ 生長・生活史の 研究。   

5. なお，動物学教室には 青戸教授を中心とした 動物発生学・ 形 。 銭形成学の研究室があ る。 

農学部では田川名号教授・ 岡沢教授を中心に 作物生理学教授で 署官 形成・組織培養、 

  生長制御物質などの 研究がなされている。     
その他，獣医学部・ 医学部・歯学部においても 発生生物学に 係りのあ る研究 瞳が 多々 

あ るっ ( 原田 市太郎 記 ) 

  

  北海道大学 水産学部 水産増殖学科 淡水増殖学講座 
労研究室には ，山本喜一郎教授ほか 2 名のスタッフに 加えて現在修士課程 5 名，博士課程 

7 名計 1 0 名の院生が在籍しており ，研究活動はきわめて ア クディプであ ると自負している。 

淡水増殖学講座としての 性格からは淡水産有用生物の 増・養殖に関する 基礎研究が研究室の 

使命となろ う が ， 特に，淡水魚などの 性成熟を含む 生殖諸現象に 関わる機構の 究明を軸とし 
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研究者は梱 浦巌 ( 教授 ) , 今西蔵 ( 助教授 ) , 鈴木洋 ( 助手 ) , 修士課程院生 2 名， 卒 

論 専攻 8 名。 
  

  

植物の増殖学と 育種学の二分野にわたる 研究を行なっている。 

Ⅰ 雌雄性 (sexuaIity) の問題として 雌雄花 ( 芯 ) の発生経過を 各種作物 ( クリ類 ， 

ホク レ フソク ， トクモロコ シ 等 ) について明らかにし ，さらに メ バロン 酸 系列上の代謝 

物質による雌雄性の 人為的制御を 試みている。 

Ⅱ 栄養繁殖性植物群 ( 果樹，球根類植物 ) について，花粉 ( 約 ) 培養 法 による半数 体植 

物の育成を目標として ，各種作物別の 組織培養による 形態形成の様柏を 明らかにしよう 

，としている。 ( 三戸 信人言色 ) 

東北大学理学部 生物学教室 ]. 樋渡研究室 

研究室の構成は 教授 1, 助手 2, 大学院博士過程 5, 同修士過程 5, 研究生 2 

テーマは繊毛虫の 生活環の遺伝的制御機構の 研究で主として 有性生殖の接合を 中心に ; 接合 

能力の発現機構，接合型物質ならびに 接合に関係する 作用物質の生化学的研究接合時の 咳 変 

化の細 抱 化学研究，接合に 関係する突然変異の 誘導などの研究を 行っている。 繊毛虫という 
  

下等な EuKaryote のもつ特殊性を 利用して生物学 ハ - 般 的問題にアプローチしようどい 

うわ げで，エイジング ， 細 抱接着・ DNA の存在様式・ 遺伝子発現の 調節などの問題解明を 

目標としている 0     

この外に上記の 大学院学生，研究生の 中で 2 名はヒトデ卯の 成熟 採 構の研究， ] 名は細胞 

性 粘菌の遺伝の 研究を行っている。 
  

( 樋渡 宏一話 ) 

  2. 竹内研究室 

構成員は助教授と 大学院生 7 名研究生 2 名であ る。 主 として 背椎 動物における 色素組 歴仲 

分化の諸相，特に 遺伝的コントロールについて 研究を進めている。 

ハツカネズミの 表皮にあ る色素細胞は 不活性になりていて ，毛包に移動してはじめて 活性 

になる。 その活性化と 不活性化の機構について ，培養表皮色素組抱の 病原性物質による 活性 

化 ，表皮抽出物による 不活性化によって 解析している。 

色素細胞におけるメラニン 合成は，毛包細胞で 発現する A 遺伝子の産物によ 才 ても間接的 
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に コントロール さ れている。 メラミンの タ ・ イブ を規定するこの 遺伝子の働き、 は ， 種々の対立 

遺伝子をもった 個体における ノ ラ / ソームの微細構造の 観察， チ ロソナーゼの 電気泳動によ   

る 分離，培養条件によるメラニンのタイプ 転換の誘導などによって 解明しようとして ，いる 0 

色素細胞にはまたメラノーマという カ 変り者 " があ って好適な材料どなっている。 確立さ 

ね たメラノーマ 細抱 において 

ている機構を 明らかにしょう 

象 としている。 ( 竹内 拓 前記 ) 

東京都立大学理学部生物学科 

本学で広い意味での 発生生物学的研究が 行われているのは ，発生生理学研究室のぼかに ， 

  生理学研究室，細胞学研究室であ る。 

発生生理学研究室 ( 教授柳沢富雄，助教授岡崎豪快，助手幡野面 秀 ， 神吉 育子， 翠川 @ 子 ) 

では，クニ 胚 初期発生の細胞生理学的研究が 申 心で， 胚の糖代謝，スクレガ チツド ・核酸の 

合成などと， クヱ 胚の組織分化とくに in vitrs での小割球の 分化の問題が 目下集中的 曄     

研究されている。 これに関連して ，細胞接触や 胚芽の微細構造の 問題にも・取組んでいる。 ま 

な前 教授の団脇膳博士も 総長の激職にあ りながら，研究を 続行され，細胞分裂の 機構や細胞 

周期と小割球分化の 関連山研究も 続行されている。 この問題では 更に両生類の 卵割 て ，表層 

の 周期的変動と 表層下の卵割 講 形成誘因の存在がたしかめられた。 動物のほかに ，キノコの 

子実体形成の 先・温度要因の 解析も進められている。 

生理学研究室では 秋野教授の下で プ テリンと昆虫の 幼虫やの変態の 関係がしら ぺ られて ' 

いるし，井坂助教授の 下では， クヱ 卯の卵ゼリ一物質の 生化学的研究，ゼリ 一成分の精子 活   

性 に及 はす 効果の解析， 更 @ 

いる 0 

細胞学研究室では 小野教授の下で ，植物組織の 培養，胚のうの 発生など，植物の 形態形成 

の 問題が考究されまた ，細胞性粘菌の 形態形成についての 研究も併行して 行われている。 

( 柳沢 富雄記 ) 

名古屋大学理学部主物学教室関係 
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    ], 植物 E 研 、 C 発生生理学 ) 

我々の基本的課題は ，植物個体の 一生を生理学の 言葉で語ることであ る。 5 0 年代は ，発 

芽 期の生理学に 取組み ，る Q 年代からは，栄養生長から 生殖生長への 転換 ( 花成 ) に五題 を 

移して今日に 至りている。 さらに，遠からず ，老化 (aging) に関する研究も 拡大する予定 

での花 成 解析は・ 花成 誘導に関与する 生理諸条件 ( 北周期， 光量 ，温度， ホ 

ルモ 乙 代謝産物，無機栄養，代謝阻害剤等 ) の解析 ( その精密化の 目的で我々は 9 キ クサ 

CLe 苗 naseae) を採用している ) と ， 花成 誘導に伴う生体内代謝ばあ るいは状態 ) 変動 の 解析 ( 特異的 mRNA の発見，   ア 

している。 ) の 両面からなされて 来た。 さらに現在では ， 光 感受性リズムの 
  

物質 レペル での解析   卸 進められ，統一的な 理解へ進むべく 努力している。 ( 統伯 夢話 ) 
  

2. 植物 M 研 ( 形態発生細胞学 ) 

玉な テーマは，植物における 細胞分裂増殖の 制御機構の解析であ る。 より単純で均一な 材 

料 が解析し易いと 思われるので ，単細胞植物 ( 蝶類 ・酵母菌 ) , 単細胞子から 発生する横物 

の 初期発生過程 ( ソダ ) , 一枚 毎 質的には ぽ 均一な葉の葉肉細胞 ( ナヌ ・マメ科 ) , 同調的 

発生をする花粉形成過程 ( ユリ 科 ) , などを 使 m している。 無菌培養，増殖の 人為コントロ 

一ル ，同調分裂誘導，細胞周期の 測などは研究の 基礎にあ り，得られた 実験結果が一個の 細 

胞 でおこっ化現象であ るとして説明できることを 目標に解析を 進めている。 現在の具体的問 

題 点の一例として ，花粉苛細胞からプロトプラマ ト を 得 ， 高 頻度に融合を 起させ ; 多核体の 

分裂同調性， 核 ， 細 抱負の相互作用，また 細胞膜のない 状態での細胞分裂 と 紡錘 体 機能との 

関連を追っている。 他方，細胞分化開始機構 ( 細胞分化基礎過程 ) における細胞周期の 重要 

性 ，、 高等植物細胞での 種の認識の可否と 機構にも注目している。 ( 伊藤 道夫 記 )   

3, 動物学館Ⅰ講座 ( 形態発生学 )   

構成は波 磨 忠雄， 梶島 孝雄，高田健姉，井出宏之， 鬼 武一夫で，院生は 竹内郁夫，竹内 よ   

し子 ，福田索子，山崎 喜 代子 ( 以上 DC), 伊藤義昭，小原明人，鈴木通 せ ( 以上 MC). の 

研究テーマは 背椎 動物における 形態形成，細胞分化の 問題を簗 胞 レベルでの解析で ，万法   

は 竜頭。 生仏・組織培養・ 免疫等を用い 材料は鶏 胚 色素上皮，イモリ ，； エ ル，金魚。 メダ 
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  大阪大学教養部生物学教室 

]. 両生類を中心とする 発生分化研究 : 佐藤磐根教授はイモリ 幼生の覚 鏑 切除による代償的 
な 皮膚血管網の 発達について 追求するとともに ，胚の筋肉細胞の 分化・増殖についても 作 

業 仮説を立て，その 解明に当 ゥ ている。 また越田豊助教授は 両生類の再生作用に 対するべ 

リウム塩の阻害作用について 研究を進めるかたわら ， 完在性 多毛類の継に 見出される軟骨 

様 構造の組織分化について ， ARG 法 と組織化学的方法を 駆使して研究を 進めている。 

2. 藻類における 発生分化の研究 : 今堀宏 三教授と前田みね 子助手は ジ ・ ャジ クモを 王 材料と 

してその初期架空および 形態形成における 光 要因および植物ホルモンの 影響について 研究   

を 進め，成体の 光 コントロールによる 原糸体形成の 誘導に成功している ， さち にジャ ジク 

そ の原形質単離実験の 応用で，原形質の 起源と進化について 分化学的に研究を 行りている。 

巌 佑助教授と院生 2 名はクロレラ ，クラ ミハ モナスなどについて 群体形成のメカニズムが 

それらを包む ム コプロティンに 依存していることを 明らかにするととも 申そ あ 物質と ヵチ 

オンとの相互作用を 追求している。 またこの物質が 細胞の運動，自己認識 " 分化の制禦な 

ど 高次の生命現象との 関連性をもつものとしてその 解明につとめている。 さらに，海産 グ 

  イ ソ ウ の l 粒 Phaeodactyium  trjcornutun にみられる = 型性の相互変換が ム 

マ プロデインに 依存しているらしいとして 研究を進めている。 ( 今堀 宏二 記 ) 

  

奈良女子大学理学部生物学教室動物形態学研究室 
  

本研究室は，教授 有馬四郎，助教授 高橋杜詩，助手なし ，および修士課程の 学生が毎 

年 Ⅰ～ 2 名出入りする 小世帯であ る。 有馬は両生類の 変態生理，特に 変態に体なう 窒素排出 

機構に興味を 持ち，モリア ガガヱル を使い ， 種々のホルモン 環境下における 窒素排出につい 
  

ての研究を続げてきた。 最近はさらに 変態時におけるビタミン A 生成のメカニズムに 研究の 

  焦点をおいている。 その他 一 学生は モ サアカガエル 赤血球および へ モグロビンの 変動につい 

て 修士論文をまとめつ ム あ る。 高橋は相変らずエリ 蚕を材料と ， L ているが， ヱ リサン成虫の 

触角の形態形成 セ テーマとしている。 ( 高橋 桂二話 ) 
  

  熊本大学理学部生物学教室 

吉倉 真 氏がクモの発生，両生類性分化について ，宮脇姉春 氏 が細胞内謁 管と 機能分化につ 
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の 
。 め 。 Ⅰ 

）Ⅰ 
㌔ 

クリ オスタット 
特長     
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日本総代理店 白井楼器械 ( 株 ) 
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NK 式 プレハブ 低温恒温槽 

⑥ 組立て，組替え ，増設が自由に 出来る。 
⑨ 耐食アルミで 何時までも大夫であ る。 
⑥ 調整器で槽内温度 ( 湿度 ) の高精度が保 

LP 一 lP 型 (1 坪 ) , 恒温槽 十 50 ～ 十 450 

他 多種類あ ります。   

  
  

NK 式 電気低温恒温 器 

  

  

⑥ ミロックファンで 温度分布が保たれる。 

⑧ 高い温度精度が 得られる。 

  

⑧ 前面開閉二重窓で 透視暗室の両方に 使用出来る。 

  
LP 一 150 一 5 型 +5@0 ～ +4 5 。 G 

  

  
他 多種類あ ります。   

  
  
  
  
  
グ プ ム 式恒温 器 ，人工気象 器 ，クリーンベンチ 他 各種実験器具 あ 

  @ ， ； タ グ ご 請求下さい。 
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株式会社 日本医化器械製作所 
大阪市西区 靱 本町 2 の 8 0  TEL  06 (44 8) -07 1 2 
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